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空調生産本部 企画部

開発テーマ :W型欧州向け住宅用標準空気清浄機(55タイプ)

<LVD>
O EN60335-1:2012+A]1:2014及び、
EN60335-2-65:2003+A]:2008+Al]:2012に適合していることを、
技術文書(50318989001)にて確認した。

●EN62238:2008に適合していることを、技術文書(S1980802)にて確認した。

<EMC>
O EN55014-1:2006/A]:2009/A2:2011,EN61000-3-2:2014,
EN61000-3-3:2013,EN55014-2:199フ /Al:2001/A2:2008 Category lV,
EN61000-4-2:2009,EN61000-4-3:2006/Al:2008/A2:2010,
EN61000-4-4:2012,EN61000-4… 5:2014/A]:201フ ,EN61000-4-6:2014,
EN61000-4-11:2004/Al:201フ に適合 していることを、

技術文書 (S1980フ 02)にて確認 した。
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